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見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
七
十
五
年
（
七
十
五
） 

 

第
三
章 

ア
ラ
ー
の
恵
み
ー
石
油
ブ
ー
ム
の
到
来
（
十
二
） 

 

七
十
五 

歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り
出
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア(

四―

四)
 

  
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
と
の
直
接
交
渉
に
加
え
も
う
一
つ
の
戦
略
を
推
し
進
め

た
。
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
の
息
の
か
か
っ
て
い
な
い
石
油
企
業
、
或
い
は
石
油
を
大
量
に
必
要
と
し
て

い
る
消
費
国
に
未
開
発
の
鉱
区
の
利
権
を
直
接
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
内
の
鉱
区
の
殆
ど
は
す
で

に
米
国
系
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
が
押
さ
え
て
い
た
が
、
未
開
発
の
鉱
区
が
た
だ
一
つ
残
っ
て
い
た
。
ク

ウ
ェ
イ
ト
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
中
間
地
帯
に
広
が
る
「
中
立
地
帯
」
で
あ
る
。
北
側
の
ク
ウ
ェ
イ
ト

に
は
す
で
に
生
産
中
の
巨
大
な
ブ
ル
ガ
ン
油
田
が
あ
り
、
ま
た
南
側
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
も
陸
上
の
ガ

ワ
ー
ル
油
田
、
そ
し
て
海
上
の
サ
フ
ァ
ニ
ア
油
田
が
操
業
中
で
あ
り
、
両
者
に
挟
ま
れ
た
中
立
地
帯
で

石
油
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。 

  

海
上
鉱
区
の
開
発
に
手
を
挙
げ
た
の
が
日
本
で
あ
っ
た
。
事
業
家
精
神
旺
盛
な
山
下
太
郎
は
石
坂
泰

三
、
小
林
中
な
ど
当
時
の
財
界
の
重
鎮
を
担
ぎ
上
げ
、
１
９
５
８
年
に
石
油
開
発
の
利
権
を
獲
得
し
た
。

こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
「
ア
ラ
ビ
ア
石
油
」
で
あ
る
。
同
社
は
二
年
後
に
首
尾
よ
く
石
油
を
掘
り

当
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
カ
フ
ジ
に
生
産
出
荷
基
地
を
建
設
す
る
。 

  

石
油
基
地
を
運
営
す
る
た
め
に
は
建
設
作
業
員
の
み
な
ら
ず
事
務
員
、
技
術
者
な
ど
多
数
の
現
地
従
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業
員
が
必
要
で
あ
る
。
会
社
は
広
く
ア
ラ
ブ
人
を
求
め
た
。
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
ク
ウ
ェ
イ
ト
に
移
り
住
ん
で
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
シ
ャ
テ
ィ

ー
ラ
家
の
長
男
ア
ミ
ン
は
大
学
を
卒
業
、
当
時
二
十
四
歳
の
若
者
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
家
に
限
ら
ず
故
郷
を
追
わ
れ
各
地
を
転
々

と
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
た
ち
は
教
育
だ
け
が
子
供
に
残
し
て
や
れ
る
財
産
だ
と
考
え
、
い
ず
れ
も
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
ア
ミ
ン
は
ア

ラ
ビ
ア
石
油
の
採
用
募
集
に
応
募
し
１
９
６
１
年
、
一
家
と
離
れ
独
身
の
ま
ま
カ
フ
ジ
に
赴
任
し
た
。 
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